










































氏は�戦国期には佐竹氏配下で�後述するように�空也堂の縁起によると 空也堂を保護し と記述されている�近世に入り�菅谷氏 領主佐竹氏の出羽国転封 と に宍倉城を去り� 後水戸藩領となり紅葉組に配 た�寛永一八年 一六四一�八月 作成された�常陸国新治郡宍倉村御検地帳 �１� よ と� 村高は一七五八石八斗で�村内の杲泰寺の朱印地が三十石あ�た�
　
現在�
宍倉には空也堂という小字があり� 三軒で構成され� 全て額賀姓を名乗�ている�その中の本家は屋号を �上






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































られたものであろう� 空也は� 空也堂で得度し� 六波羅蜜寺建立のあと会津に八葉寺を建て� さらに天延元年 �九七三�宍倉に空也堂を建て�これを日本三空也としているのである�しかも空也は宍倉で貞元元年�九七六�大往生を遂げたとしている� �空也上人絵詞伝�等広く伝わるのは康保三年�九六六�に会津へ行き� 同地で天禄三年�九七三�入滅し いうものであり� �空也誄�も天禄三年としている�よ�て独自の空也伝を新左衛門は創作したものと考える�この寄附帳を �て�近隣を托鉢して歩いたらしく�五四名あまりから寄附が集まり�現在の空也堂を建てて�本尊その他を返却してもら たものであろう�
　　　　�６�空也堂縁起の示すもの�延喜帝五唐堂流�　
宍
倉空也堂には� �１�空也堂の建てられた由来を書いたもの�仮題� �空也堂由来記� �２� �仮題� �空也上人





















が総合的な研究成果をあげており そ 成果 同著�河原巻物 に とめられている 盛田によると� 河原巻物�の最古のものは元禄末年以降とし �
24� �宍倉空也堂の巻物の奥書は�前述のとおり元禄二年�一六八九�
であり�それよりも古い�河原巻物�というこ にな また�盛田は�河原巻物�の制作目的として�近世不当な差別を受けた者が� 生活権の回復 不当な差別に対する抵抗のため しいている
25� �しかし� 宍倉空也堂を守�












































鋳物師作為名鉢鐘ト� 爾ノ時節虚空ニ弥陀三尊現形之間� 其鉢與弥陀如来観竜頭者号観音勢至� 念仏調子拍之者�上ハ相天下者下者奈落之底迄念仏唱者成仏無疑者也�穴賢�然ニ弥陀如来六十代自出世之時自出世之時�現空也上人給此鐘�相唱念仏始給令化度一切衆生��
　
すなわち�空也は出生時額に�南無阿弥陀仏�の六字があり�直ちに�波阿弥陀仏�の名号を唱えたという�そ











































































































































�９ �御塚�の近くには 現在 供養塚 と呼ばれる場所があり�空也の忌日に供養を行�たと伝承されている��





































































































































































28�高野修 時宗教団に於ける沙弥について � �藤沢市文書館紀要�六号
　
昭和五八年�
� 拙稿�関東近世村落における雑業
　
�キ
ヨメ�の構�造� �論集�近世の環境と開発�
　
根岸茂男他編
　
思文閣出版
　
平成一二年一二月�など
　
千葉経済論叢
　
第
48号
一一四
　
�すがね
　
ゆきひろ
　
本学教授�
 
宍倉空也堂絵巻（八幡神より鍔口の半片を渡される部分）
